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米中関係はどうなるのか

4回の米中首脳会談？（26年）

• ４月 トランプ大統領の訪中

• 年後半 習主席の国賓訪米

• 11月 APEC首脳会議（中国）

• 12月 G20首脳会議（米）

米国の政治力学

• トランプ政権

トランプ大統領（ビッグ・ディール)

幹部・側近

• 米議会

• 11月 中間選挙



中国による重要鉱物・レアアースの動き

• 輸出管理法 2020年12月施行

• ガリウム、ゲルマニウム 23年8月

• アンチモン、超硬材料 23年10月

• グラファイト（黒鉛） 23年12月

• タングステン、インジウム、モリブデンなど 25年２月

対抗措置① 25年４月4日

• ジスプロシウム、テルビウム、イットリウムなど7種のレアアース

対抗措置② 25年10月９日

• エルビウムなど5種のレアアース

• 磁石などレアアース関連品目（0.1％以上、中国技術）の「再輸出規制」



「米国第一」との向き合い方

日米協力、パートナー⇒米国にとって「不可欠」な存在に

AI,半導体
重要鉱物・レアアース分野
電力インフラ
防衛産業
造船業

*80兆円の対米投資枠



『軍民融合』『双循環』『自強自立』 （細川作成）
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中国による対日輸出管理の強化（1月6日発表）

• 軍民両用品 レアアースは対象か？

• 禁輸？

「軍事ユーザー・用途、軍事力向上に寄与するユーザー・用途」

• 民生用は影響ないのか？



中国 相手国に依存させる⇒『経済の武器化』経済的威圧

• 2010年 （尖閣諸島） 日本向けレアアースの輸出制限

• 2010年 （劉暁波氏にノーベル平和賞） ノルウェー産サーモンを輸入制限

• 2012年 （南シナ海） 比産バナナの輸入制限

• 2016年 （THAAD配備） 韓国への団体旅行客の渡航制限、ロッテに報復

• 2018年 （ファーウェイCFOの逮捕） カナダの菜種輸入の一部禁止

• 2019年 （５G） 豪州に対して石炭の輸入制限

• 2020年 （新型コロナの独立調査） 豪州に対して、食肉の一部輸入停止、

大麦、ワインに追加関税 ⇒WTO提訴 ⇒見直しへ

・2021年 （蔡英文政権の外交政策） 台湾に対してパイナップル、ハタの輸入停止 + マンゴ

・2022年 （台湾代表事務所に開設） リトアニアに対して通関拒否

・2023年 （処理水の海洋放出） 日本産水産物の輸入禁止
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